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1 KAIUN

特 集 総合物流企業のフォワーディング戦略 27

インタビュー

品質管理とサービス拡充でニーズを捉え柔軟に対応
⚫日本通運株式会社　執行役員　海運事業支店長　杉山  千尋 氏

28

お客様に寄り添った安心と信頼の物流サービスを提供
⚫株式会社日新　執行役員　国際海上部門担当　梅本  進一 氏

32

“物流×インターネット”を通じて誰もが輸出入できる世界を作りたい
⚫株式会社 Shippio　代表取締役　佐藤  孝徳 氏

36

寄稿

日系フォワーダーを取り巻く環境変化
⚫流通経済大学流通情報学部　大学院物流情報学研究科　教授　林  克彦

40

特 別 企 画 企業の環境事業が投資家を動かす
なぜグリーンボンドは有益なのか

49

インタビュー

グリーンファイナンスのさらなる深度化を図りたい
⚫日本郵船株式会社　財務グループ　統轄チーム　課長代理　白根  佑一 氏 ／ 赤木  倫子 氏

50

環境事業を前面にアピールできる債券は他にない
⚫日立造船株式会社　企画管理本部　経営企画部　財務グループ長　兼　IRグループ
　副参事　中尾  崇 氏

54

巻頭インタビュー 世界で認められ選ばれる企業であり続けるため価値観を共有していく
⚫郵船ロジスティクス株式会社　代表取締役社長　水島  健二 氏

10

グ ラ ビ ア IGFコード発効後、国内初準拠のLNG燃料タグ「いしん」が竣工
⚫商船三井

16

国内初のリチウムイオン電池搭載型貨物船をお披露目
⚫ NSユナイテッド内航海運

20

新造RORO船「ぶぜん」が就航、東京―苅田間でデイリー運航を実現
⚫商船三井フェリー

22

P R 刻 と々変わるコンテナ船の運航情報を一元把握する新キーワードは「GVST」
⚫株式会社東洋信号通信社

24

新 連 載
（ 全 12 回 ）

私説 日本海運小史　第1回  丸木舟のつげること
⚫宇佐美  昇三

60

連 載
（ 全 8 回 ）

飛鳥Ⅱで往く南の楽園の旅  ―オセアニア・グランド・クルーズ航海記― ⑤
⚫高瀬  鴻

48

特 集 トップが語る　日本造船業の経営ビジョン 17

インタビュー

海運・舶用関連企業群と連携し船主ニーズを捉える努力が必要
⚫一般社団法人日本造船工業会　会長　加藤  泰彦 氏
　 （株式会社三井 E&S ホールディングス 相談役）

18

地域の雇用を守り続けるため専業としての可能性を追求したい
⚫今治造船株式会社　代表取締役社長　 垣  幸人 氏

22

技術力・人材・性能でお客様の信頼を勝ちとる
⚫ジャパン マリンユナイテッド株式会社　代表取締役社長　千葉  光太郎 氏

26

NACKS・DACKSとの一体運営の深化と他部門との連携で新時代での躍進を
⚫川崎重工業株式会社　船舶海洋カンパニー　プレジデント　常務執行役員　餅田  義典 氏

30

高密度艤装船・ガス船の建造とエンジニアリングで利益体質を強化
⚫三菱造船株式会社　代表取締役社長　大倉  浩治 氏 （三菱重工業株式会社　執行役員）

34

広 告 企 画 バリシップ 2019 出展企業紹介 42

会場案内図および広告INDEX 44

グ ラ ビ ア LPG運搬船「PYXIS PIONEER」の命名式を開催
⚫ジクシス、KUMIAI NAVIGATION、川崎重工業

8

P R ―旗国として8%の成長率―
数字が物語る“リベリア”の実力
⚫リスカジャパン 株式会社

38

連 載 私説 日本海運小史　第2回  古墳時代と準構造船
⚫宇佐美  昇三

68

連 載 飛鳥Ⅱで往く南の楽園の旅  ―オセアニア・グランド・クルーズ航海記― ⑥
⚫高瀬  鴻

59
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2KAIUN

特 集 KAIUNで振り返る平成の30年
―「令和」につなげる温故知新―

17

10年ごとに逆さ読み　世界と日本経済の変遷 18

「KAIUN」の30年　絶え間なく続けられたマイナーチェンジ 22

海運会社の再編と再生　6社体制終焉からONE誕生まで 24

“永遠の課題”が本質か　コンテナ船事業を巡る激論 28

過熱したドライバルク市場　海運ブームの後ろ側 30

新提案満載だった平成の最新鋭船たち 32

あの企業がこんなチャレンジ　意外な新規事業 36

忘れてはならない海難事故　教訓をどう生かすか 38

船腹調整から暫定措置へ　内航海運は変わったのか 40

「読者のひろば」が映すKAIUNへの叱咤激励 42

特 別 企 画 データで見る海運・造船決算　～2018年度のハイライト～ 60

海運 ドライ市況は好調、増収増益は3社のみ 60

造船 円安が一時的な追い風となるも依然厳しい経営環境が続く 68

特別インタビュー 組織に潜在する力をどう引き出すか
〜神戸製鋼ラグビー部　優勝の舞台裏〜
⚫株式会社神戸製鋼所　神戸製鋼ラグビー部　
　チームディレクター　ラグビー部支援室長　福本  正幸 氏

50

グ ラ ビ ア 北九州港でバンカリング実証実験を公開
⚫日本郵船、九州電力、西部ガス、中国電力

12

LNG運搬船2隻の命名式を開催
⚫ジャパンマリンユナイテッド

14

連 載 私説 日本海運小史　第3回  奈良時代　遣隋使、遣唐使の船
⚫宇佐美  昇三

44

連 載 飛鳥Ⅱで往く南の楽園の旅  ―オセアニア・グランド・クルーズ航海記― ⑦
⚫高瀬  鴻

78

特 集 企業が描く海技者の理想像 33

インタビュー

日本人海技者に求めるのはプロジェクトプランニングとマネジメント
⚫日本郵船株式会社　常務経営委員　小山  智之 氏（海務・船員人事）

34

海技者には強靱な精神力と曲がっても折れない柔軟性が必要
⚫飯野海運株式会社　執行役員　井上  徳親 氏

38

若手船員に必要なのは“船員らしい”心構えと慣海性
⚫ NSユナイテッド内航海運株式会社　取締役　総務部長　立石  尚登 氏

42

何より求めている人材は相手を慮り気遣うことができる人
⚫ワールドマリン株式会社　取締役　常務執行役員　杉本  和重 氏

46

特 別 企 画 寄稿

IMO2020で変わるバンカー燃料市場　求められる正しい認識と荷主との新たな合意
⚫ Argus Media Limited, 日本代表　三田  真己

53

製 品 紹 介 
I N T E R V I E W

SOx規制適合油対応の添加剤でスラッジトラブルを未然に防止
⚫日本油化工業株式会社

50

グ ラ ビ ア テーマは海事ITと環境保全、350社超が出展
⚫バリシップ 2019

18

連 載 私説 日本海運小史　第4回  平安時代の海運
⚫宇佐美  昇三

72

連 載 飛鳥Ⅱで往く南の楽園の旅  ―オセアニア・グランド・クルーズ航海記― 最終回
⚫高瀬  鴻

83

心 の 処 方 箋 番外編 110
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3 KAIUN

特 集 期待高まる自動運航船
加速する技術開発と尽きない課題

15

総論
日本の自動運航船は基礎研究から実証段階へ 16
寄稿
自動運航船　世界の最新動向レポート　〜アムステルダム シンポジウムに参加して〜
⚫ NAVIKA コンサルティング　代表　並川  俊一郎

20

インタビュー
無人運航船は社会的課題の解決策となり得る
⚫株式会社三菱総合研究所　科学・安全事業本部　フロンティア戦略グループ　
　主任研究員　武藤  正紀 氏

26

自動化実現のカギは各社の課題を業界全体で議論できるか
⚫国立大学法人 筑波大学　システム情報系　教授
　大学院システム情報工学研究科　リスク工学専攻担当　博士（工学）　伊藤  誠 氏

30

特別インタビュー ドライバルク市況を読む　～2019年下期以降の見通し～ 35

19年のドライ市況は前年並みを維持　輸送需要とGDPの連動を見据え
⚫株式会社商船三井　常務執行役員　ドライバルク営業本部長　田中  利明 氏

36

市況上昇の気配あり悪い時だからこそ仕込む考えを
⚫ジャパンシッピングサービス株式会社
　代表取締役　武田  吉史 氏 ／ 営業部チームリーダー　藤井  一郎 氏

40

グ ラ ビ ア 「海の月間」で自動車運搬船など一般公開 10

連 載 私説 日本海運小史　第5回  鎌倉武士の船
⚫宇佐美  昇三

52

特 集 若手経営者に聞く、この先の内航海運 29

インタビュー
荷主との対等な運賃交渉にはいずれ淘汰が必要となる
⚫株式会社榎本回漕店　代表取締役社長　榎本  成男 氏

30

内航の魅力を取り戻すために“運び方改革”の実現を
⚫八重川海運株式会社　代表取締役　村田 泰 氏

34

一貫複合輸送“One KATO”で企業価値の向上を図りたい
⚫加藤海運株式会社　代表取締役社長　南  克幸 氏

38

積極的な環境ビジネス投資に業界活性化のカギがある
⚫青野海運株式会社　代表取締役社長　青野  力 氏

42

最新技術の導入が内航海運の働き方改革の大きな解決策に
⚫邦洋海運株式会社　代表取締役社長　内藤  陽子 氏

46

特 別 企 画 Q&Aで読む
本当に知ってますか? 海洋プラスチックごみ問題

50

グ ラ ビ ア 瀬戸内航路最大級の新造フェリー「せっつ」が進水
⚫三菱造船／阪九フェリー

10

プレオリンピックイヤーの2019年　今年の全国大会は“変わりゆく東京”に集結
⚫日本海洋少年団連盟

14

小・中学生対象の見学会を商船三井の自動車船で実施
⚫マツダ

18

連 載 私説 日本海運小史　第6回  室町時代前後の遣明船と軍船
⚫宇佐美  昇三

58

特 集 拡大と変化を続けるLNG市場 27

インタビュー
トレードパターンの変化を踏まえ顧客ニーズに合わせたLNG船事業に取り組む

⚫日本郵船株式会社　LNGグループ　グループ長　渡辺  浩庸 氏
28

寄稿
アジアLNG市場　健全な需要増が望まれるも課題は輸送の柔軟性と最適化

⚫一般財団法人 日本エネルギー経済研究所　化石エネルギー・国際協力ユニット
　ガスグループ　マネージャー　研究主幹　橋本  裕

32

中東LNG市場　中東・アフリカ諸国で相次ぎ供給の増強計画が進行
⚫和光大学経済経営学部　教授　岩間  剛一

36

TOPICS
新興国のLNG需要拡大に期待
⚫三井物産

40
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■ COVER
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4KAIUN

特 別 企 画 海事産業に入り込むAR・VR技術 43

インタビュー
様々な企業と協業し安全性向上と負荷低減を目指す
⚫株式会社商船三井　スマートシッピング推進部スマートシップ運航チーム
　チームリーダー　友野  徳之 氏 ／ チームエキスパート　京田  繁樹 氏

44

ICTを活用して作業支援や技術伝承につなげたい
⚫富士通株式会社　第二産業システム事業本部　第三システム事業部　第二システム部
　安藤  哲也 氏 ／ 森川  慧一 氏

48

巻頭インタビュー 次の100年に向け原点を振り返る　あらためて見出す“K”Lineスピリットの真意
⚫川崎汽船株式会社　代表取締役社長　明珍  幸一 氏

8

グ ラ ビ ア MAAP練習船で日比学生の合同実習を実施
⚫国際船員労務協会

14

我が国唯一の最新式 飽和潜水装置をお披露目
⚫日本サルヴェージ

18

技術懇談会で最新技術と環境商品をアピール
⚫ヤンマー

22

連 載 私説 日本海運小史　第7回  朱印船南へ
⚫宇佐美  昇三

56

特 集 海上保険　～変化する事業環境にどう備えるか～ 23

寄稿
粗悪油による機器損害とその対策
⚫三井住友海上火災保険株式会社　海損部　船舶グループ　松井  英之

24

IMO2020施行に向けて
⚫東京海上日動火災保険株式会社　海上業務部　船舶業務グループ　副主任　山名  杉太

28

船舶油濁損害賠償保障法の改正
⚫日本船主責任相互保険組合　広報室　マネージャー　宮廣  好一

32

フォワーディング事業者のリスク管理
⚫損害保険ジャパン日本興亜株式会社　海上保険金サービス室　企画グループ
　課長代理　金子  泰裕

36

特 別 企 画 内航船社の静脈物流ビジネス 43

インタビュー
動脈・静脈物流のシェアを伸ばし安定経営を追求していく
⚫井本商運株式会社　取締役　佐藤  宣夫 氏

44

静脈物流の裾野は広がる余地あり　荷主ニーズに応え輸送量を伸ばす
⚫栗林商船株式会社　取締役　第一営業部長　栗林  広行 氏

48

巻頭インタビュー 日本の海事クラスターは今　その強みを発揮するタイミングにある
⚫一般社団法人日本船主協会　内藤  忠顕 会長

8

グ ラ ビ ア 満を持しての今治事務所　開設を記念してパーティーを開催
⚫リスカジャパン

14

連 載 私説 日本海運小史　第8回  波乱の海
⚫宇佐美  昇三

62

特 集 揺れる国際情勢の中を突き進むコンテナ船事業 25

インタビュー
収支改善に向けた取り組みが奏功　今期はしっかりした成績を残す
⚫ Ocean Network Express Pte. Ltd.　Managing Director　山鹿  徳昌 氏

26

“邦船社ならでは”のサービスで日本向け直接寄港を維持する
⚫オーシャン ネットワーク エクスプレス ジャパン株式会社　代表取締役社長　木戸  貴文 氏

30

“新生マースク”で海上輸送だけでなく非海上分野にも挑戦していきたい
⚫ A.P. モラー・マースクAS　北東アジア地区最高経営責任者　日本支社長　西山  徹 氏

34

荷動きは堅調も船腹過剰が続き運賃は上がりにくい状況に
⚫公益財団法人日本海事センター　企画研究部　主任研究員　博士（学術）　松田  琢磨 氏

38

特 別 企 画 東慶丸とギリシャ難民
PARTⅠ　プロローグ
100年前の「小アジアの破滅」でスミルナにいた日本の船

52

PARTⅡ　対談
ギリシャ難民を救った東慶丸と日本人船長をめぐる謎
⚫北照海運株式会社　代表取締役社長　菊地  吉昭
　東洋大学文学部史学科　教授　村田  奈々子

56

■ COVER
「GRACE DAHLIA（グレース
ダリア）」
提供：日本郵船

■ COVER
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5 KAIUN

巻頭インタビュー “暫定”終了後の新たな事業環境でこれからの内航海運が活性化する
⚫日本内航海運組合総連合会　会長　栗林  宏𠮷 氏

8

グ ラ ビ ア 呉で小学生向け造船所見学会　より深く学べる環境を提供
⚫日本船主協会、川崎汽船、ジャパンマリンユナイテッド

16

LNG燃料タグで名古屋港初のバンカリングに成功
⚫商船三井、東邦ガス

18

西日本地区3都市で技術セミナー　顧客との連携強化に意欲
⚫ダイハツディーゼル

20

連 載 私説 日本海運小史　第9回  和製の西洋船
⚫宇佐美  昇三

68

J S E 「第51回住田海事三賞」決定　各著者の集大成とも言える労作・力作が受賞 42

Maritime Scenes 商船三井、フェリーさんふらわあ　日本初LNG燃料フェリー2隻の建造を決定 23

J S E 日本海運集会所からの新刊紹介
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